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Abstract

 At Tokyo Gakugei University (TGU), in 2008, a questionnaire survey targeting elementary school teachers in the metropolitan 

Tokyo area regarding the difficulties in instructing individual Science contents in the 3rd through 6th grades, and the reasons that 

instructing the subjects were perceived to be difficult was carried out.  Based on the results of the survey, the number of teacher-

training workshops held at TGU was increased so as to improve teaching skills necessary for effectively instructing observation and 

experiments in the classroom.  During this time, in 2011, the educational guidelines for Science education in elementary schools 

were revised to address the need to foster skills for problem-solving and the relevance of Science to “Living Environmental Studies” 

and “Environmental Education”.  To understand whether the above changes had any influence on the perceived difficulties in 

instructing individual Science contents, a questionnaire survey similar to that of 2008 was conducted in 2015, and the results of the 

two surveys were compared.  As a result, the Science contents that subjects found difficult to instruct were similar in the two 

surveys, with contents related to “Life”, and in particular, “the Earth” topping the list.  On the other hand, there was a significant 

change in the breakdown of the reasons that the subjects found instructing the contents difficult, with “lack of knowledge and skills 

necessary for instruction” more than doubling to 45% compared to 19% in 2008, presumably reflecting the revision of the 

educational quidelines for teaching Science in 2011.  In the case of scientific content related to “the Earth” and “Life” that topped 

the list, “regional limitations” occupied a large proportion of the reasons for perceived difficulty in instructing the content.

 The subjects studied in elementary school Science differ in their size (micro vs macro), their complexity and level of organization, 

and the time scales involved.  Elementary school teachers must acquire the knowledge and skills required to instruct observation and 

experiments related to the specific content, and the scientific method for achieving an understanding the observed phenomenon.  This 

is particularly important for scientific content where “regional limitations” and “the level of complexity and organization” are high.  

The results obtained from this questionnaire survey should be used as a guideline to modify existing workshops organized at TGU.  In 

particular, workshops should present model cases demonstrating how the knowledge and experimental skills acquired in the workshops 

can be adapted to the classroom.  By practicing observation and experiments in the classroom based on these model cases, it is 

anticipated that the elementary school teacher will be able to improve their skills in the subjects perceived to be difficult to instruct.
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要旨:　本学では，小学校 3年生から 6年生までの学習指導要領のすべての単元について，教えにくい学習項目とそ
の理由について平成18年に東京都の現職の小学校教員を対象にアンケート調査を行った。この調査の結果を受け
て，本学では教員研修の機会を増やし，小学校教員の理科指導力の向上を図ってきた。一方，平成21年実施の現行
の小学校学習指導要領において，生活科の関連，環境教育の一層の推進，中学校との接続を考慮して問題解決能力
の育成が図られるなどの改定が行われた。これらのことを踏まえて，改めて理科教員が教えにくい学習項目につい
て，平成18年と同様のアンケート調査を行い，その比較を行った。その結果，教えにくい学習項目の順位は大きな
変化がなく，地学領域，次いで生物領域の内容が上位を占めた。一方で，教えにくい理由の内訳に変化が見られ，
「教員の指導知識・技術の不足」は平成18年の19％から45%に増加した。また，教えにくい学習項目の上位におい
ては，「指導知識・技術の不足」に加えて，「地域的な問題」がいずれの調査においても大きなウエイトを占めてい
ることがわかった。
　小学校理科を構成する学問分野（物理，化学，生物，地学）は，対象となる自然現象や事象の大きさ（ミクロ・
マクロ），その複雑さと組織化の仕方，取り扱うタイムスケール等に違いがある。このため，教員研修等を通してそ
れぞれの学習内容の観察，実験を行うための重要な観点，観察と実験を行うための方法・技術，そして観察，実験
の結果を考察し理解するための理論を十分に習得する必要がある。これは，地域性や対象物の多様性が高い学習項
目について，特に重要であると考える。今回のアンケート調査により得られた知見に基づいて，本学理科教員高度
支援センターで実施する教員研修の内容を改変し，修得した指導知識・技術を授業で活用するための観点，および
方法をモデルとして提示することが重要であると考える。小学校教員がこのようなモデルに基づいて授業を実践す
ることを通して，理科のそれぞれの学問分野の観察・実験を行うためのスキルを磨くことができると期待される。

１．はじめに

　次世代を担う科学技術人材の育成において，初等中
等教育の段階で自然や科学に対する興味・関心を高め
て，基本的な科学的なものの見方や考え方や実験手法
を修得させることが重要である。平成21年実施の現
行の小学校学習指導要領の理科の教科の目標は，「自
然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，
問題解決の能力と自然を愛する心情を育てるととも
に，自然の事物・現象についての実感を持った理解を
図り，科学的な見方や考え方を養う」である（文部科
学省，2008）。そのため，小学校の理科の教科書は，
各単元とも観察・実験から始まり，それを基に展開す
るように構成されている。これにより，小学校時代に
理科に興味・関心を持たせ，理科が楽しいと感じる体
験をさせることができるように配慮されている。しか
し，児童を理科嫌いにする原因の一つに，教員自身の
理科嫌いが指摘されている。そのため，東京学芸大学
では平成18年に文部科学省委嘱事業「わかる授業実
現のための教員の教科指導力向上プログラム」の一環
として，東京都の現職の小学校教員を対象に，小学校

3年生から 6年生までの学習指導要領のすべての単元
の教えにくい学習項目とその理由について，調査を実
施した（鷲山（代表），2007）。その結果，「地層の観
察（6年生）」，「天体（星や月）の観察（4年生）」，
「生き物（身近な植物・動物）（4年生）」の学習項目
を教えにくいと感じる教員が多いことがわかった。ま
た，これら理科の授業における観察，実験が教えにく
い理由について分析した結果，「地域的に教えにくい
内容であるから」，「観察，実験の器具が不足している
から」，「内容に関して指導のための知識技術が教員自
身に不足しているから」の理由があげられた。
　この調査結果を受け，東京学芸大学では教員研修の
機会を増やし，小学校教員の理科指導力の向上を図っ
てきた。児童の理科嫌いやその要因の 1つと考えられ
ている教員の理科嫌いを無くすために，現在は平成
22年に設立した理科教員高度支援センターにて，小
学校教員に対する観察，実験の研修を実施している
が，その効果を検証する必要がある（長谷川・田
（編），2011）。また，現行の小学校学習指導要領にお
いて，生活科の関連，環境教育の一層の推進，中学校
との接続を考慮して問題解決能力の育成が図られるな
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どの改定が行われた。このことに伴い，観察・実験の
結果を分析し解釈する学習活動がより強く求められ，
より専門的な知識や技術を要することになった。これ
らの背景から，改めて理科教員が教えにくい単元につ
いて調査する必要があると考えた。そこで，本学理科
教員高度支援センターおよび多摩六都科学館で教員研
修を受講した東京都多摩地区の小学校を対象に，「わ
かる授業実現のための教員の教科指導力向上プログラ
ム」でのアンケートと同様な内容の調査を実施した。
この結果を，本学理科教員高度支援センターで実施す
る教員研修の実施方針や内容に反映させたいと考えて
いる。本論文ではこれらに関して議論する。

２． 平成18年の調査で示された小学校教員の理科の

観察，実験に対する「教えにくい」学習項目

　平成18年のアンケート調査は，東京学芸大学また
は多摩六都科学館で研修を受けた小学校教員67名と，
研修を受けていない多摩地区の教員68名の計137名を
対象として行った。ここでは，小学校学習指導要領理
科（平成15年12月改正）（文部科学省，2003）記載の
学習項目に対し，それぞれ教えにくい理由を 8つの中
から選ぶことを求めた。教えにくい理由は，a. 実験・
観察用の器具の不足，b. 地域的に教えにくい内容，c. 

安全性に自身がない，d. 児童が興味・関心を示さな
い，e. 授業時間の不足，f. 自分の指導する知識・技術
が不足している，g. 自分に興味関心がない，h. その
他，とした。
　教えにくい理科の授業の観察，実験の上位5位は，
「地層の観察（6年生）」，「天体（星や月）の観察（4
年生）」，「生き物（身近な植物・動物）（4年生）」，
「川の水の働き（5年生）」，「火山活動（調べ学習；6
年生）」の順であった。一方，観察，実験を教えにく
いという回答数が少なかった学習項目は，「豆電球に
明かりをつける（3年生）」，「磁石（3年生）」，「水の
変身（4年生）」，「電磁石の極（6年生）」であった。

３．平成27年に実施した調査と分析の結果

　アンケート調査は，東京学芸大学理科教員高度支援
センターで実施している教員研修または，本センター
と共催している多摩六都科学館における夏期教員研修
を受講した多摩地区の小学校教員が所属している小学
校教員を対象に行った。小学校学習指導要領理科（平
成21年実施）の項目をあげ，平成18年の調査と同じ
8つの教えにくい理由を選ぶことを求め，29名から回

答が得られた。学年ごとの回答人数が異なる（3年
生：7名，4年生：14名，5年生：14名，6年生：16
名）ことから，観察，実験を教えにくいとする理由の
回答数は式 1により百分率として比較した（図1）。

　式 1　 教えにくい回答数の割合（％）= 集計した教
えにくい理由の総数 ÷（回答人数× 8）

　　　　（8は教えにくい理由の項目数）

　教えにくい回答数の割合が多かった学習項目は，1
位から 5位が「土地の構成物と地層の広がり（6年
生）」，「地層のでき方と化石（6年生）」，「流れる水の
働き（浸食，運搬，堆積）（5年生）」，「火山の噴火や
地震による土地の変化（6年生）」，「日陰の位置と太
陽の動き（3年生）」で，いずれも地球領域の学習項
目であった（図 2）。さらに14位までの傾向をみる
と，薬品を用いる「水溶液の性質」の粒子領域の単元
や「血液循環」「母体内の成長」」「消化・吸収」など
の視覚的に観察することができない生命領域の学習項
目を回答した割合が高かった。
　教えにくいと回答した上位の学習項目の理由の内訳
は，「土地の構成物と地層の広がり（6年生）」，「地層
のでき方と化石（6年生）」，「火山の噴火や地震によ
る土地の変化（6年生）」では，「地域的な問題」がそ
れぞれ44％，53％，50％と最も多く，次いで「指導
する知識技術が不足」，「器具の不足」，「教員の興味関
心の不足」の順であった。一方，「流れる水の働き
（5年生）」，「日陰の位置と太陽の働き（3年生）」で
は，「器具の不足」が46%, 40%と最も多く，上位の 5
つの学習項目の教えにくい理由について2つの特徴的
な傾向が認められた。
　一方，観察，実験を教えにくいという回答数が少な
かった内容は，「水の自然蒸発と結露（4年生）」，「天
気による 1日の気温の変化（4年生）」，「植物の成長
と季節（4年生）」，「水の圧縮（4年生）」，「空気の圧
縮（4年生）」などであった。
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図１．平成27年の学年ごとの教えにくい学習項目

図２．平成27年の上位の回答割合となった教えにくい学習項目

3年生の学習項目

5年生の学習項目

4年生の学習項目

6年生の学習項目
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図４．平成27年（左）および平成18年（右）の全体の教えにくい理由の内訳

（ａ）器具の不足 （ｂ）地域的な問題 （ｃ）安全性 （ｄ）児童の興味関心の不足 
（ｅ）授業時間の不足 （ｆ）知識・技術の不足 （ｇ）教員の興味関心の不足 （ｈ）その他 

図３．平成27年（左）および平成18年（右）の上位となった学習項目ごとの教えにくい理由の内訳

（ａ）器具の不足 （ｂ）地域的な問題 （ｃ）安全性 （ｄ）児童の興味関心の不足 
（ｅ）授業時間の不足 （ｆ）知識・技術の不足 （ｇ）教員の興味関心の不足 （ｈ）その他 

平成27年 平成18年
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４．平成18年と平成27年の調査結果の比較

４．１　観察・実験が教えにくい学習項目の順位
　平成27年の調査では，平成18年の調査と同様に，
「地層の観察（6年生）」（18年度）と「地層のでき方
と化石（6年生）（27年度）」「土地の構成物と地層の
ひろがり（6年生）（27年度）」が教えにくいという回
答の 1位であった。しかし，教えにくい項目の 2位
は，平成18年では「天体（星や月）の観察（4年
生）」であったが，平成27年では「流れる水の働き
（5年生）」に変わった。「天体（星や月）の観察（4
年生）」とほぼ同じ内容の「月の位置や形と太陽の位
置（6年生）」は，25位になった。これは，4年生か
ら 6年生で教えることになったために教え易くなった
ものと考えられる。平成27年の教えにくい項目の 3
位は，「流れる水の働き（5年生）」で，18年の 4位と
大きな差はなかった。これらは，いずれも地球領域の
学習項目である。

４．２　観察，実験が教えにくい理由
　教えにくい理由についてその原因を解析した。平成
18年と平成27年の観察，実験が教えにくい理由につ
いて，図 3にすべての学習項目の総和を，図 4には上
位の学習項目について個別にしたもの示す。
　平成18年では，教えにくい理由の上位は「地域的
な問題」23%，次いで「器具の不足」と「指導知識・
技術の不足」がそれぞれ19%，「その他」が16%だっ
た。これに対して平成27年では，「指導知識・技術の
不足」が45%，次いで「器具の不足」が22%，「地域
的な問題」が10%，「その他」が 9%だった。全体的
な傾向として，「指導知識・技術の不足」の増大に伴
い「地域的な問題」が減少し，「器具の不足」は依然
として解消されていないことが示された。以下に教え
にくい理由ごとに結果と考察を示す。

４．２．１　「地域的な問題」
　平成27年の教えにくい 1位の「土地の構成物と地
層の広がり（6年生）」，「地層のでき方と化石（6年
生）」に関して，教えにくい理由は「地域的な問題」
が最も多かったが，平成18年の「地層の観察（6年
生）」と比較すると，その割合は減少した。平成21年
4 月告示の現行の学習指導要領に実際に地層を観察す
る機会を持つようにすることが記されたために「指導
する知識・技術が不足」の割合が増加したと考えられ
る。しかし，多くの学校では地質の野外学習が行われ
ていないのが現実である。その理由はさまざまである

が，学校行事としての負担，専門的知識の必要性，児
童の安全確保などがあげられる。地質の野外実習の実
施率を向上するためには，これらの障害を取り除く必
要があり，そのための方法が提案されている（例え
ば，松川ほか，1994；馬場ほか，2002；松川・林，
2003；松川・松川，2005；小荒井ほか，2007）。
　生物分野では，平成18年の「生き物（身近な植物・
動物）（4年生）」が教えにくい内容の 3位，平成27
年の「身の回りの生物の様子（3年生）」が教えにく
い内容の 8位であった。いずれの学習項目でも，教え
にくい理由として「地域的な問題」が29％（平成18
年），72％（平成27年）と高い割合を占めた。平成27
年の調査において著しく増加した。これは平成21年
4 月実施の現行の学習指導要領において，環境教育と
いう観点から学習の充実が図られていること，昆虫と
植物の飼育・栽培とその観察を行う活動の充実が図ら
れたことに起因していると考えられる。また，身の回
りの自然や生き物が減少しつつあることや教員や児童
の外遊びの体験が減少していることもその一因と考え
られる。 

４．２．２　「器具の不足」
　平成27年の「流れる水の働き（5年生）」と「日陰
の位置と太陽の動き（3年生）」では「器具の不足」
が，これらに対応する平成18年の「流れる水の変化
（5年生）」と「太陽の働き（3年生）」，「太陽の光の働
き（3年生）」に比べて大きく増加した。これは，「流
れる水の働き（5年生）」と「太陽の光の働き（3年
生）」のいずれの学習においても，理解の充実を図る
ために自然を模倣したモデル実験を取り入れた学習方
法が，幾つかの教科書で新たに提案されたことによる
と思われる。 

４．２．３　 「指導する知識技術が不足」
　図 3に示された全項目における教えにくい理由の平
成18年と平成27年の変化を比べると，「指導する知識
技術が不足」の割合が 2倍以上増加した。これは，観
察，実験の結果を分析し解釈する学習活動がより強く
求められるようになったこと，環境教育の一層の推進
が図られ，身近な自然の観察や実験後の薬品の廃液の
処理など，より専門的な知識や技術を要することに
なったためと考えられる。最近の傾向として，小学校
教員から実験で使用した廃液の処理や不要薬品に関す
る問い合わせが増加していることもこれを支持してい
る。また，平成27年の「雲と天気の変化（5年生）」
では，「指導する知識技術が不足」が高かった。この
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単元では，以前の調べ学習から実際に野外観察するこ
とが求められるようになったことが原因と考えられ
る。1日の雲の量や動きを調べ，天気の変化との関係
を捉えるように指導するためには，十分な知識や技術
が必要で，その要求が高くなったと思われる。
　生命領域では，平成18年の「生き物（身近な植物・
動物）（4年生）」が教えにくい内容の3位，平成27年
の「身の回りの生物の様子（3年生）」が教えにくい
内容の8位であった。それぞれの項目について，教え
にくい理由として「指導する知識技術が不足」が
27％（平成18年），28％（平成27年）と比較的高い割
合を占めた。上述の通り，平成21年4月告示の現行の
学習指導要領において，環境教育という観点から学
習，昆虫と植物の飼育・栽培とその観察を行う活動の
充実が図られていることに加え，教員が野外観察の経
験が不足していると考えられる。

４．２．４　「安全性」
　「安全性」に関しては，平成18年の 6%から平成27
年の 4%で僅かに減少したが，ほぼ誤差の範囲であ
る。「安全性」については，その内の75%が粒子領域
（51%は水溶液の性質の単元）で，これらは平成18年
の調査と同様の結果であった。酸やアルカリを取り扱
う単元での「安全性」の欠如は重大な事故に直結する
ので，この回答の割合はさらに下げる必要がある。児
童の安全性を確保しつつ効果的な学習指導を行うため
に，教員はHowにとどまらずWhyまでの薬品の取り
扱いの知識や技術を習得することが重要である（例え
ば，中野・吉原，2015．吉原・中野，2015）。

４．２．５　 「児童の興味関心の不足」「授業時間の不
足」「教員の興味関心の不足」「その他」

　授業時間の不足」「教員の興味関心の不足」「その
他」に関しては，平成27年と平成18年の間で差は認
められず，また回答の割合も小さかった。

４．２．６　 教員の「教えにくい」観察や実験の対処
法の傾向

　研修に全く参加しない，研修にほとんど参加しない
教員は，「教えにくい」観察や実験の授業の対処方法
として「ビデオを活用する」が最も高い回答数であっ
た（図 5）。次いで高い回答数は，「同僚の助けを借り
る」であった。また，研修に全く参加しないと回答し
た教員は「実験・観察を省略する」の回答があった。
これらのことから，研修に参加しない教員はビデオ教
材を活用して授業をする傾向にあることが示された。 

５． 教員の「教えにくい」原因の克服：教員研修の経

験と授業への活用

　小学校教員の「指導知識・技術の不足」を解消し，
観察，実験を通じた理科の授業を行なうためには，教
員研修は有効な手段の一つである。今回のアンケート
では，教員研修には「ほとんど参加しない」，「全く参
加しない」と回答した割合が高い結果が得られた（図
6）。また，教員研修で学びたい内容は「実験・観察
の基礎的方法」と「教科書に沿った内容」と回答した
割合が大きく，「先端科学」に関する内容についての
回答はなかった（図 7）。

図５．平成27年の教えにくい観察・実験への対処法の（左）全体の集計結果と（右）研修の参加の程度ごとの集計結果（複数回答可）
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５．１　教員研修で修得すべき基本
　2回のアンケート調査では，何れも18年の「地層
の観察（6年生）」と27年の「地層のでき方と化石
（6年生）」，「土地の構成物と地層のひろがり（6年

生）」が教えにくいという回答の 1位であった。その
理由として，「地域的な問題」が最も高く，次いで，
「指導知識技能の不足」があげられていた。地層の特
徴は，地域によって異なる。また，地層の観察と考察

図６．平成27年の研修の参加の程度

科学館の研修 地域の研究会の研修

教育委員会の研修 大学の研修

図７．平成27年の研修で学びたい内容

研修で学びたい内容
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には独自の方法と論理の進め方を要する。これは，全
ての学問分野が独自の研究方法を持っているのと同様
である。そのため，地層の観察と考察のための方法を
習得する必要がある。
　本学理科教員高度支援センターで実施している教員
研修「地質野外観察会―130万年前の東京の自然を復
元しよう―」では，東京都日野市の多摩川河床に露出
する地層を用いて，地層の観察の方法と得られたデー
タを組み立て，130万年前の東京の自然を復元し，時
間的な変化を考察する（長谷川・田（編），2011）。研
修では，この命題に対する答えを導くことを試みてい
るが，その過程で，地層の観察の仕方を習得する。地
層を作る岩層の種類を認識し，礫砂泥の粒子の見分け
方を知り，地層と地層の境目，地層と地層の重なり
方，地層の側方への広がりを見極める主眼を養う。さ
らに，地層の傾きを調べる。この過程を通して，地層
とは何か，地層には過去の自然が封入されていること
が認識される。これにより，地層を観察する視点が養
われ，地層から過去の自然を読み取り，その時間の変
化の考察の論理を知ることができる筈である。そし
て，この方法と論理を用いて，地域ごとに異なる地層
を観察し，過去の自然を読み取ることができるように
なる。もちろん，慣れが必要なため，研修に繰り返し
参加することにより理解が深まるはずである。
　生命領域では，平成18年の「生き物（身近な植物・
動物）（4年生）」，平成27年の「身の回りの生物の様
子（3年生）」が教えにくい内容の上位であった。そ
れぞれの項目について，教えにくい理由として「地域
的な問題」，「指導する知識技術が不足」が高い割合を
占めた。植物や動物は多様性に富み，地域や環境によ
り異なるため，生き物を観察し，その環境との関連に
ついて考察するためには，生物学の方法と理論を習得
する必要がある。すなわち，野外実習を含んだ研修会
を通して，生き物とその環境について考察するための
観点やスキルを身につけて授業を行うことが最も有効
である。

５．２　授業への適用
　研修で修めた地層の観察の方法や地層から過去の自
然を読み取る術や論理，生き物を観察し，その環境と
関連付けて考察するためのスキルは，授業を実施する
際に生かされるべきである。授業では教科書が用いら
れるので，教科書に掲載されている写真や絵を説明す
る際に研修で修めた知識，技術，論理が使われる筈で
ある。例えば，礫砂泥で地層が描かれているならば，
それらの粒子の大きさは流れの大きさの違いを表し，

礫の方が泥より遥かに大きな力で運ばれたと説明で
き，その原因まで言及できる。そして，礫砂泥の層の
重なりの変化は，流れの大きさの時間的な変化を表
し，流れの強さが弱くなったと説明できる。また，地
層の横への広がりを確認できたら，地層の横への広が
りは限界があることを認識できる。それは，地層を作
る堆積物が供給された時に，1回の供給で堆積物は供
給源から横に減衰したことを示し，地層はこのような
繰り返しによりできたことを説明できる。また，傾い
た地層に関しては，地層は水中ででき，水平にたまる
から，傾いた地層は地層ができて固まった後に傾斜し
たことを表し，その要因として地殻変動を意味すると
説明できる。
　地層の授業では，「何故」「なるほど」を入れた授業が
できないとされているが，研修で修得した知識，技術，
論理を用いれば上記の例のように成立は可能である。

６．相乗効果の期待

　図 6に示されるように，「教えにくい」観察，実験
への対処法として，ビデオを活用するが最も多く，次
いで同僚の助けを借りることが高いことが示された。
ビデオを使う場合，研修を受けて得た知識，技術や論
理を用いると，上記に示した授業への適用の例のよう
に，各映像の場面に関する説明を分かり易く説明でき
るようになる筈であり，相乗効果を産む筈である。本
学理科教員高度支援センターで実施する教員研修に関
して，研修で修得した知識，技術や論理の授業での活
用法や視点を示せれば，教員研修と学校での授業との
距離をさらに縮めることができると思われる。 

７．結論

　本学では，平成18年に文部科学省委嘱事業「わか
る授業実現のための教員の教科指導力向上プログラ
ム」として小学校 3年生から 6年生までの学習指導要
領のすべての学習項目について，教えにくい学習項目
とその理由について，東京都の現職の小学校教員を対
象に調査を実施した。この調査結果を受け，本学で
は，教員研修の機会を増やし，小学校教員の理科指導
力の向上を図ってきた。一方，平成21年実施の現行
の小学校学習指導要領において，生活科の関連，環境
教育の一層の推進，中学校との接続を考慮して問題解
決能力の育成が図られるなどの改定が行われた。この
ことに伴い，観察，実験の結果を分析し解釈する学習
活動がより強く求められ，より専門的な知識や技術を
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要することになった。これらのことを踏まえて，改め
て理科教員が教えにくい単元について調査する必要が
あると考えた。
　平成18年と平成27年のアンケート調査の結果を比
較したところ，教えにくい学習項目の順位には大きな
変化がなく，地球領域，次いで生命領域の内容が上位
を占めた（図 1）。その一方で，教えにくい理由の内
訳には変化が見られ，教員の指導知識・技術の不足は
平成18年の19％から平成27年は45%に増加した。こ
の指導知識・技術の不足の増加は，教えにくい学習項
目か否かに関わらず全般的に見られた。このことは，
平成21年実施の現行の小学校学習指導要領の改定に
伴い，観察，実験を通して一層実感を伴った理解を図
ること，問題解決能力が育成できるような指導上の工
夫が求められていることと関連していると考えられ
る。また，教えにくい学習項目の上位においては，指
導知識・技術の不足に加えて，地域的な問題が平成18
年と平成27年のいずれの調査においても大きな割合
を占めていた。回答数の割合を領域ごとに比較すると
「物質・エネルギー領域」の学習項目が低く，「地球領
域」の学習項目が高い傾向であることが示された。
　教えにくい主な理由としてあげられていた，「指導
知識・技術の不足」および「地域的な問題」を解決す
るためには，教員の積極的な研修会等への積極的な参
加が必要であると考えられる。小学校理科を構成する
主な学問分野は，物理，化学，生物，地学である。そ
れぞれの学問分野において対象となる自然現象や事象
は，その大きさ（ミクロ・マクロ），複雑さ，組織化
の仕方，取り扱うタイムスケール等に違いがあるた
め，それぞれ独自の観察，実験の方法・技術，および
理論により理解される。理科の学問分野の中でも，小
学校で学習する地学分野および生物分野の内容は，対
象の複雑さのレベルが高く，その組織化の仕方等が多
様である。これに対して小学校で学習する「物質・エ
ネルギー領域」や「粒子領域」の学習項目は，実験室
内で同じ対象物質を用いた再現性の高い観察，実験が
多い。しかし粒子領域では安全性に対して不安を感じ
ていることに高い数値を示した。これは，粒子領域に
ついての理解が十分ではないことを示している。ま
た，地域性や対象物の多様性が高い学習項目について
は，教員研修等を通してそれぞれの学習内容の観察，
実験を行うための重要な観点，観察と実験を行うため
の方法・技術，そして観察，実験の結果を考察し理解
するための理論を十分に習得する必要がある。
　今回のアンケート調査により得られた知見に基づい
て，本学理科教員高度支援センターで実施する教員研

修の内容を改変し，理科を教える小学校教員の苦手意
識を克服することができるものと考える。具体的に
は，本学の教員研修において修得した指導知識・技術
を授業で活用するための観点および方法をモデルとし
て提示することが重要であると考える。教員がこのよ
うなモデルに基づいて授業を実践することを通して，
理科のそれぞれの学問分野の観察，実験を行うための
スキルを修得できるようになることが期待される。

引用文献

馬場勝良・松川正樹・松川萬里子，2002．多摩川中流域河床

における地質野外実習教材の開発と実践研究．とうきゅ

う環境財団，助成研究・一般研究 24（137）， 111-182.

長谷川正・田　艶（編），2011．平成22年度文部科学省の特別

研究事業理科教員高度支援センター現職教員研修ガイド

　小学校理科の実験と観察　東京学芸大学，142pp.

小荒井千人・松川萬里子・松川正樹，2007．地事項を出すぶ

んやく質野外学習の支援システムを使用した野外学習の

実践―八王子市立中山中学校を例にして―．地学教育 60, 

125-135.

松川正樹・馬場勝良・林慶一・田中義洋，1994．地質野外実

習教材の視点．地学教育 47, 99-109.

松川正樹・林慶一，2003．大学・博物館・学校にボランティ

アを加えた地質の野外観察支援システの構築．地学教育 

56, 61-67.

松川萬里子・松川正樹，2005．地質野外学習を支援するシス

テム作りと授業実践─コロラド州と日本の比較を基に─．

東京学芸大学紀要　自然科学系 57, 195-232.

文部科学省，2003．小学校学習指導要領解説　理科編．www.

mext.go.jp

文部科学省，2008．小学校学習指導要領解説　理科編．www.

mext.go.jp/component/a_menu/education/micro.../12/.../1231931_05.

pdf

中野幸夫，吉原伸敏，2015．理科室の安全な管理の仕方と安

全な実験方法：薬品の管理・取扱・廃棄の方法と物質領

域の実験で必要とされるスタンダードテクニックの習得」

に関する教材開発と評価．東京学芸大学紀要　自然科学

系 67, 239-252.

鷲山恭彦（代表），2007．平成18年度文部科学省委託事業「わ

かる授業実現のための教員の教科指導力向上ブログラム」

理科の実験に対する苦手意識をなくす教員研修プログラ

ムの開発（報告書）　東京学芸大学，122pp.

吉原伸敏，中野幸夫，2015．「理科室の管理と安全な実験指導」

に関する教員研修用教材の開発と評価．東京学芸大学紀

要　自然科学系 67　229-238.

東 京 学 芸 大 学 紀 要　自然科学系　第68集（2016）

－ 294 －



資料

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 1. 

 
 

1 
2

3
4

5
6

7
8

 
9 

10
11

 
 2.

 
 1

 
2

 
 

4.
 

 3. 
 

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
      4.

3 a
a

 
 

 
a

 
b

 
c

 
d

 
e

 
f

 
g

 
h

 
 

3
 

1 
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
2 

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
3 

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

4
 

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

5
 

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

6
 

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

7
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

 
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
8

 
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 

4
 

1
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

2
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
3

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

4
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
5

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 

吉原，他 : アンケート調査に基づく小学校教員の理科の観察，実験に対する「教えにくい」学習項目とその理由の経年変化

－ 295 －



資料
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
6

 
1

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

7
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 

5
 

1
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ) 
 

2
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
3

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
4

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
5

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
6

  
 

 
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

7
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

6
 

1
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
2

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

3
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
4

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
 

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
5

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

6
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
7

 
 

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

8
 

 
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
9

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

a 
 b

  
c 

 d
  

e 
 f 

 g
  

h(
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 )
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
a 

 b
  

c 
 d

  
e 

 f 
 g

  
h(

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 )

 
 5. 

4.
1

 
 

1
2

3
 

4
 

 
6. 

 
 

1
2

3
4

 
 7. 

 
 

1
2

3
4

 
 8. 

 
 

1
2

3
4

 
 9.

 
 

1
2

3
4

 
 10

.
 

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
 11

.
 

   
 

東 京 学 芸 大 学 紀 要　自然科学系　第68集（2016）

－ 296 －



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /WorkingCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FEFF005B9AD889E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /WorkingCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


